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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～ （文責:校長 菅家 篤） 

ドリーム＆チャレンジ 特別授業（キャリア教育） 

「フラガールきずなスクール」 
 １０月２８日に、スパリゾートハワイアンズのフラガールのダンシングチームのレイイリマ万由子さん

と菅原桃花さんが本校を訪れて、特別授業「きずなスクール」を行い、５・６年生が参加しました。 

フラガールのお二人は、東日本大震災や原発事故、コロナ禍の経験を基に、「つらいことがあっても希

望を持ち続ければ良いことがある」とお話しされ、避難訓練や困難に遭遇してもあきらめない心の大切さ

を子どもたちに伝えてくださいました。最後は、子どもたちと一緒にフラダンスを踊り、ショーも披露し

てくださいました。子どもたちは、「生き抜く力」とは何かをお二人から学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本屋さんには偶然の出合いが ～読書週間に寄せて～ 

 近頃は、まちの本屋さんがどんどん少なくなってきています。私は本屋さんに立ち寄るのが好きです。 

それは、思わぬ素敵な本との偶然の出合いがあるからです。今は、ネットで本が利便性やスピードを考え

て手軽に購入できる時代ですが、ネットの本屋さんには偶然の出合いは少ないように思います。 

 

               写真は、吉祥寺（東京）の本屋さんで偶然見つけた本です。 

             「タイトルが強い！」  といった理由で買ったのを思い出します。 

そのタイトルは、 『たまたま 生まれさせられた あなたへ』  

意味深なタイトルですよね。誰かの誕生日にまつわる２２の掌編で 

構成された本です。誰かの生まれた日を、自分もお祝いしたい気持ち 

になるような一冊です(*^o^*) 

 

              本を読むというのは「誰かの話をきくこと」 
               本というのは、すべて誰かが書いたものです。ですから、本を読むこと 

は、その人の言葉に耳を傾けるということです。そのことに気付いてから 

本を読むのが一層好きになりました。 

読書の秋、全国の読書週間、本校の読書月間です。素敵な本（著者）との出合いを求めて、お子さんと

一緒に本屋さんに出かけてみませんか。 

👉裏面に「フラガールきずなスクール」の集合写真などを掲載しましたのでご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


